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OpenMDAOって？ 

 複合化領域の設計・解析・最適化ツール 

 いわゆるパラメトリックな最適化ツール 

 DAKOTA ? 
 

 Pythoのフレームワーク 

 Pythonの豊富なモジュールが利用できる 

 見渡せば、いろいろなツールでpythonが使われている 
（freeCAD,SALOME-MECA,PARAVIEW,pyFoam） 

 Plugin方式で拡張でき便利そう 

  pyOpt_driver ommodelwrapper    Dakota_driver  

 excelwrapper nastranwrapper   などなど 

 GUIもある 

 

 オープンソース 

 開発元：NASA Glenn Research Center 

 ここ数カ月毎月バージョンup(2013.7.6現在 version 0.7) 
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インストールについて 

 基本的にHP通り実施すればインストール可能 

 URL：http://openmdao.org/releases/0.7.0/docs/ 

 

 インストール後のテスト[openmdao test]コマンドを行うためには 
各OSに別のコンパイラが必要 

 URL：http://openmdao.org/releases/0.7.0/docs/dev-
guide/intro.html#developer-requirements 

（Windowsでmingw32を使う場合pydistutils.cfgも忘れずに） 

 

 Pluginのインストール方法 

 URL：http://openmdao.org/releases/0.7.0/docs/getting-
started/using_plugins.html 

  
Pluginは他のツールをOpenMDAOのフレームワークで使えるように 

 するものなので、他のツールは別途インストールする必要がある 

第２３回オープンCAE勉強会@関西 3 

http://openmdao.org/releases/0.7.0/docs/
http://openmdao.org/releases/0.7.0/docs/dev-guide/intro.html
http://openmdao.org/releases/0.7.0/docs/dev-guide/intro.html
http://openmdao.org/releases/0.7.0/docs/dev-guide/intro.html
http://openmdao.org/releases/0.7.0/docs/dev-guide/intro.html
http://openmdao.org/releases/0.7.0/docs/dev-guide/intro.html
http://openmdao.org/releases/0.7.0/docs/getting-started/using_plugins.html
http://openmdao.org/releases/0.7.0/docs/getting-started/using_plugins.html
http://openmdao.org/releases/0.7.0/docs/getting-started/using_plugins.html


pyOptのインストールについて 

 pyOptのインストールの前にSwigのビルドが必要 

 URL：
http://www.swig.org/Doc2.0/SWIGDocumentation.html#Preface_instal
lation 
 

●windowsの場合 

 mingw32,msys環境でビルドできる 

 URL：http://www.swig.org/Doc2.0/Windows.html 

 mysにてmingw/binにPATHを通して 

 ./configure 

 PCREがなんちゃらと言われた場合で不要であれば、 
./configure --without-pcre 

 pyOptのインストール 

 URL：http://www.pyopt.org/install.html 

 python setup.py install 

 のコマンドでインストール可能 
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見ての通り、詳しいことは調べていません 
まずは手探りでやってみました 



T字型パイプの流れ解析 

 最適化問題 

 目的関数： 

 

 

 

 

  

 設計変数：  

①outLetLの最大流速：f1 

②outLetRの最大流速：f2 

③outLetLの流量：f3 

④outLetRの流量：f4 

⑤topWallが受ける流体力：f5 

armLの寸法 ：x1 (-0.005～ 0.005 ） 
armRの寸法：x2 (-0.003～ 0.005 ） 
 

 

 u/  5    m/s 

p/  1e5  m2/s 

0.1 m 

x1 
x2 

outLetL/Rの境界条件 

p/outLetInlet 

u/pressureInletOutletVelocity 
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主要なクラスの感覚的な説明 

 Component 

 計算や解析を行うクラス 

 設計変数(入力)を設定してexecute()すれば出力に値が入る 

 CAE的には、モデルの変更～解析実行～値の取得(ポスト)を行う 
 

 Driver 

 運転手さん 

 Componentなどを使って最適化のためや近似モデル作成のための 
計算を行う 
 

 MetaModel 

近似モデル 

 Componentを継承しているので、近似モデル完成後はComponentと同じよ
うに使われる 
 

 Assembly 

場。データの引き渡しを司る 
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cfdComponent.py (1) 

1. 形状変更 

 0/ pointDisplacementの変更とmoveDyamicMeshを複数回実行して形状を
変更 

 Windows版openfoamのコマンドをpython経由で実行できるようなクラスを
作った 

 

ファイルの変更、コピー、削除、 

コマンドの実行を行う独自クラスを 

作成 
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cfdComponent.py (２) 

2. 解析実行 

 前頁と同様にして解析を行う 

 

3. 値の取得(ポスト処理) 

 ポスト値はfunctionObjectで定めておく 
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creatMetamodel.py 

1. 近似モデルを作成するアセンブリ 

 ２設計変数について4水準作成し5x5のフルマトリクスの実験計画 

 近似モデルについては、クリギング法のクラスを使用。 
（ただし通常のクリギング法のクラスではなくFloatKrigingSurrogate ） 
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validateMetaModel.py 

1. 先に作成した近似モデルの評価を行う 

 ランダム抽出した16点のサンプリング点における 

 近似モデルについては、クリギング法のクラスを使用。 
（ただし通常のクリギング法のクラスではなくFloatKrigingSurrogate ） 

関数 相関係数 

f1 0.962 

f2 0.994 

f3 0.993 

f4 0.993 

f5 0.883 

f5の相関係数が低い 

理由は設計変数の変化
に対する感度が悪いため 
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OptMetaModel.py 

1. メタモデルを用いた多目的最適化 

 pyOptのNSGA2を用いて多目的最適化を行う 

 母集団200,10世代にて計算 
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OptMetaModel.py 
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まとめ 
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